
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容の一部を紹介します 
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この印刷物が 

不要になれば 

「雑がみ」として 

古紙回収等へ！ 

子どもを育む喜びを感じ、 

親も育ち学べる取組を進めます。 

 

 [京都はぐくみ憲章]より 

保幼小連携・接続に関してのアンケートを実施し、１３７件の回答が寄せられました。そ

れぞれの園の実態やお考えなど、皆様から頂いた御意見を生かしながら研究・研修事業を進

めていきたいと思います。 

 

アンケートより 

Q.こどもみらい館に何を期待しますか 

1.研修 

 

 

 

2.つなぎ役 

 

 

 

3.情報発信 

 

・研修の機会の充実や、事例紹介 

・各施設で共通して持つべき子ども観を学ぶ 

・保育施設と小学校の橋渡し 

・就学前施設同士の横のつながり 

・交流する場の提供 

・保幼小連携・接続の実践内容の情報発信。 

・他の地域の実践、日本・世界の事例も知りたい 

とても進んでいる 全く進んでない 

Q.貴園の保幼小連携・接続はどの程度進んでいる 

と考えますか 

 

Q.それはなぜですか 

・就学支援シートや学校行事への参加など進んできている部分はあ

るが、なかなか子どもの育ちについて共有できているように思え

ない。（現場の教員と保育士との研修や会議があるとよい。） 

・連携先が複数あり、なかなか参加できない状況。 

・子ども同士の交流や職員の連絡会などの有無が、小学校によって

異なる。 

・コロナ禍で途絶えた取組を、再構築しようと動き出しているが、

どこの学校や園も管理職や教職員が代わり、以前の伝達がないま

ま動き出している。道半ばな状態。 

 

Q.あなたの所属はどちらですか 

 
民営保育園(所） 44.50% 

市営保育所 9.50% 

私立幼稚園 21.20% 

国公立幼稚園 10.20% 

認定こども園(保） 12.40% 

認定こども園(幼） 2.20% 

 



いただきました様々な御意見は、今後の取組に生かしていきたいと思います。 
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この印刷物が 

不要になれば 

「雑がみ」として 

古紙回収等へ！ 

子どもを育む喜びを感じ、 

親も育ち学べる取組を進めます。 

 

 [京都はぐくみ憲章]より 

令和５年度に引きつづき、保幼小連携・接続に関してのアンケートを実施し、１３６件の

回答が寄せられました。それぞれの園の実態やお考えなど、皆様から頂いた御意見を生かし

ながら研究・研修事業を進めていきたいと思います。内容の一部を紹介します。 

 

（R5 年度）       （R6年度） 

1.研修   ➡ 研修      

 

2.つなぎ役 ➡ 情報発信   

 

3.情報発信 ➡ 交流の場の提供 

 

 

Q.あなたの所属はどちらですか 

 

民営保育園(所） 42.6% 

市営保育所 8.1% 

私立幼稚園 18.4% 

国公立幼稚園 11.0% 

認定こども園(保） 14.0% 

認定こども園(幼） 4.4% 

その他 1.4％ 

 

Q. 京都市が「幼保小の架け橋プログラム」調査研究

事業に取り組んでいるのを知っていますか 

Q. 保幼小連携・接続の意義 

「子どもの安心感」「個々に応じた配慮や支援の継続」「保護

者の安心感」を選ぶ園(所)が多かった。令和５年度と比較すると

「子どもの安心感」「保護者の安心感」が特に増加している。 

Q. こどもみらい館に何を期待しますか 

令和 5 年度と比較すると、「研修」が最

も多いのは変わらないが、「情報発信」の

次に「交流の場の提供」が続く。保幼小

をつなぐ役割として、特に「交流の場の

提供」が期待されていると思われる。 

 

Q. どのような取組が必要か 

令和 5年度と同様、「子どもの姿を通して互いを知る（参観

等）」「子どもが学校を訪れる」「書類等による個々の情報共     

有(就学支援シート等)」の項目が多く選ばれた。 

18%

43%

36%

3%

31%

53%

14%

2%

よく知っている 大体知っている あまり知らない 全く知らない

「よく知っている」「大体

知っている」を合わせて、

令和 5 年度 64％➡令和 6 年

度 84％へ増加。認知は進ん

でいると思われる。 


